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: アンケート調査による環境負荷と幸福度の関係










Can we improve Happiness with reducing Ecological Footprint ? 
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1. 1幸福度
幸福感は、所得や一人当たりの GDPの上昇といった経済的なことでは上昇しないこ
























1. 3 地球幸福度指数 (HappyP I anet Index) 
環境に配慮しつつ、人々の幸福を追求するのに適した指標の一つとして提案されたの
が、地球幸幅度指数 (HappyPlanet Index, HPI)である。グローバル化した世界の環
境問題、人口問題、貧困問題などの社会問題を背景に、注目を集めている指標である。
ここまでに論じてきたように「幸福度」を上昇しつつ「環境に配慮する」ことへの動
















本調査は、 2015年 12月 2日,...,5日に、インターネット調査法を用いて、株式会社マ





り、続く 18問 (Q3,...,Q20) は、環境負荷の指標としてエコロジカル・フットプリント
(EF) を算出するための質間で、アンケートの回答番号に応じて EF(単位はグローバ
ル・ヘクタール、 gha)を加算していくものである先一方、最後の 2間 (Q21とQ22)
は幸福度を算出するための質間であり、マトリクス形式の調査を行った。環境負荷に関





環境負荷として、エコロジカル・フットプリント (EF) を(1)食品、 (2)家、 (3)商品・
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2.3 地球幸福度指数 (HPI)
幸福度と環境負荷から、環境負荷を下げつつ、幸福度を上げることを表す指数として、


























I環境負荷カテゴリー I本調査の平均(gha) I日本の平均6(gha) I 
食品 0.689 1.00 
家 0.641 0.70 
商品・サービス 0.949 0.84 
交通 0.499 0.60 
未分類 0.955 1.08 
全体 3.732土1.542 4.22 
－ 115 －
環境負荷を減らして幸福度を高めることは可能か？ーアンケート調査による環境負荷と幸福度の関係（田辺・ 坂崎・明石）
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3. 2. 1 前野の幸福度とディーナーの生活満足度
まず、アンケートの対象者に対して、前野の幸福度とディーナーの生活満足度の関連
性を確認した。横軸に前野の幸幅度 5因子の合計点 (50点満点）、縦軸にディーナーの
生活満足度の得点 (35点満点）をとったグラフを示す（図 3.3)。相関係数は 0.37であ
－ 116 －








































あり (347) 33 72士6.51 












年収（万円） 度数 最小値 最大値 幸福度
~200 250 10 50 32.20土6.81 
200~400 194 10 50 33.28土723 
400~700 112 12 50 34.57土619 
700~1000 51 25 50 35.80土61 
1000~ 26 29 47 35. 12土4.94 





































































































































































































































































3 栗原ら (2015) の因子別幸福度に関するアンケートと同じ質問を使用した。
4 ディーナーの生活満足度は、前野 (2013) と同じ質問を使用した。
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